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第２学年 国語科学習指導案

指導者

１ 単元名

～がまくんとかえるくんシリーズを読もう～

ようすを考えて読もう「お手紙」 「なくしたボタン」「ひとりきり」

２ 指導観

３ 単元カリキュラム

こんな子どもたちだから
○ 子どもたちは，88％が本を好きで，読み聞かせを 84％の子が楽しみにしている。「親友」という言葉

について「知らない」が 47％，知っている子も「仲の良い友達」という認識である。 （意欲・関心）

○ １学期の物語文の学習を通して，さし絵を手がかりに，したことを順序よくたどり，主人公の様子

や気持ちを考えて話の筋を読み取る経験をしてきている。会話文をもとに人物の気持ちを考え，言葉

を根拠にして説明しようとする子も出てきている。 （学び方）

○ 聴き合い活動を通して，場面の様子や登場人物の様子から，登場人物の気持ちを想像することがで

きるようになってきた。 （認識）

こんな手立てで（方法）
○つかむ段階では

「お手紙」の題名と

冒頭部分から読みのめ

あて「かなしい気分で

げんかんにこしを下ろ

しているがまくんとか

えるくんがこれからど

うなるお話だろう。」を

つくり，全体を読み通

して答えを見付ける。

○さぐる段階では

知りたいことや疑問に思ったことを読み確

かめていく視点にして二人の様子を場面ごと

に詳しく読む。「かえるくんがしたこと」「が

まくんがしたこと」「二人でしたこと」の３つ

に絞って聴き合い活動を行い，二人が互いに

相手を思いやっていることに気付かせる。

○あらわす段階では

「お手紙」以外のがまくんとかえるくんシ

リーズを読み，他の物語では二人がどんな友

達なのか，「お手紙」と同じように「かえるく

んがしたこと」「がまくんがしたこと」「二人

でしたこと」の３つに絞って聴き合い活動を

行い，似ているところや違うところを出し合

うことで，がまくんとかえるくんのつながり

について考えを見直していくようにする。

目指す子どもの姿
◎ がまくんとかえるくんの様子や気持ちを想像しながら読み，楽しく音読しようとしている。

（意欲・関心）
◎ 似たことばを比べたり，会話文から様子や気持ちを考えたりすることを通して，がまくんとかえるく
んのつながりについての考えを聴き合うことができる。 （学び方）

◎ 聴き合い活動を通して，がまくんとかえるくんのお互いを思いやる気持ちや親友の意味について考え
を見直すことができる。 （認識）

こんな教材を使って

○単元のねらい

本単元は，「場面の様子をとらえ，がまくん

やかえるくんのしたことから気持ちを想像し

ながら，お話の大体を読むことができるように

するとともに，同じシリーズの作品を楽しんで

読書しようとすること」をねらいとしている。

○学習指導要領への意義

本教材「お手紙」は，がまくんとかえるくん

の心温まる友情の話である。擬人化された動物

の登場人物は，子どもたちが，様子を思い浮か

べながら，がまくんやかえるくんになりきって

音読しやすい。また，似たことばを比べたり，

会話文を読んだりすることで，登場人物の様子

や気持ちをとらえることができる教材である。

「お手紙」は，人物のしたことの順序や場面

の様子などに気付き，想像を広げながら読む力

を育てることができる。それとともに，「お手

紙」の後にがまくんとかえるくんシリーズを読

むことは，楽しんで読書しようとする態度を育

てる上で価値高いと考える。

○テーマへの意義

子どもたちにとって，会話文や地の文からか

えるくんやがまくんの様子や気持ちを考えて，

話の筋を詳しくしたり，互いの考えを聴き合っ

たりすることは，「読むこと」を通して考える

力を身に付け，豊かな学びをつくる子どもを育

てる上で意義深いと考える。

アーノルド＝ローベル
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ス
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せ
か
い
い
ち

お
お
き
な
う
ち
」
他

前単元

○主な聴き合い活動

学習問題「ふたりはどんな友

だちなのだろう。」について，

がまくんとかえるくんがした

ことを比べて聴き合い，がまく

んとかえるくんのつながりの

深さを見直している。

～
す
き
な
お
話
を
し
ょ
う
か
い
し
よ
う
～

「
ス
ー
ホ
の
白
い
馬
」
他

次単元

○
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ー
の
様
子
を
想
像
し
な
が
ら

読
み
、
お
も
し
ろ
さ
を
見
直
す
聴
き
合

い
活
動

○

ス
ー
ホ
と
白
馬
の
様
子
を
想
像
し
な
が

ら
読
み
、
互
い
の
心
の
結
び
つ
き
を
見
直
す

聴
き
合
い
活
動

がまくんとかえるくんは，お互いに相手を喜ばせたいと思っている。時々

うまくいかないこともあるが，相手が自分のことを思ってくれているのが分

かって嬉しい。

お
手
紙

○
か
え
る
く
ん
が

が
ま
く
ん
に

し
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・
大
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・
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◎
二
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で
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げ
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か
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に
出
て
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来
る
の
を
ま
っ
て
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ま
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。
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と
て
も
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あ
わ
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な
気
も
ち

で
、
そ
こ
に
す
わ
っ
て
い
ま
し

た
。

○主なポートフォリオ評価

ポートフォリオをもとに，が

まくんかえるくんがお互いを

どのように思いやっているか

をまとめ，交流して付け加え，

自分の考えを見直している。

な
く
し
た
ボ
タ
ン
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ふ
た
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だ
ち
」
よ
り
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。
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ま
し
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。
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し
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。
み
ん
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ご
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。
ま
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。
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た
べ
ま
し
た
。

「お手紙」のがまくんとかえるくんは，お互い相手のことを考えて，

相手がどんな気持ちか分かり合えている友達。

国語科部テーマ

「読むこと」を通して，考える力を育てる国語科学習

さし絵
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４ 指導計画 (計１６時間)

段

階
主な学習活動と内容

評価規準と子どもの姿

◇＝評価規準 ・＝意識

指導上の留意点と評価方法

○＝留意点 ◆＝評価方法

配

時

つ

か

む

１ 題名，冒頭から，読みのめ

あてをつくる。

２ 読みのめあてをもとに全

文を読み，あらすじをまとめ

る。

３ もっと詳しく知りたいこ

とや疑問に思ったことを明

らかにし，読み確かめていく

視点をもつ。

４ がまくんとかえるくんの

様子や気持ちを，場面ごとに

読み取る。

(1) お手紙を待つがまくん

と大急ぎで家に帰ったか

えるくんの様子や気持ち

を読み取る。

(2) お手紙を待っているか

えるくんと，あきらめてし

まっているがまくんの様

子や気持ちを読み取る。

・がまくんとかえるくんが友

達なんだね。

・がまくんは悲しそうだね。

・かえるくんはどうだろう。

◇題名や冒頭部分をつない

で，読みのめあてを生み出し

ている。

◇さし絵をもとに，がまくん

とかえるくんがしたことや

見たことをまとめ，あらすじ

をとらえている。

・かえるくんはどんな気持ち

でお手紙を書いたのかな。

・なぜお手紙に書いたことを

先に話したのかな。

◇場面ごとに疑問点を見付

け，読み確かめの視点をもっ

ている。

・早くがまくんを喜ばせたく

て大急ぎで帰ったんだね。

◇かえるくんのしたことか

ら場面の様子やかえるくん

の気持ちを読み取っている。

◇がまくんとかえるくんの

したことの違いから，考えの

違いを読み取っている。

○がまくんだけでなくかえ

るくんまでもが悲しい気分

になっていることを読み取

らせ，話の展開に興味をもた

せる。 《支援⑥》

◆活動の様子の観察

○挿絵が順番に並んだ学習

プリントを用意し，それにそ

ってあらすじを考えさせる。

《支援⑧》

◆学習プリント・ポートフォ

リオ分析

○全体を読み通した上で，直

接気持ちを表す言葉が出て

いない部分に着目させ，その

部分を詳しく読もうとする

意欲をもたせる。

《支援②④》

◆活動の様子の観察

○かえるくんのしたことを

順に抜き出し，それぞれなぜ

したのかを考えさせる。

《支援⑥》

◆学習プリント・発言分析

○がまくんとかえるくんの

したこと・言ったことを対比

させ，考えの違いを感じさせ

る。 《支援④⑨》

◆学習プリント・発言分析

１

１

１

２

２

さ

ぐ

る

交流活動①

●全体

・不十分な点から疑問を

見付ける聴き合い活動

＜読みのめあてに対する答えの方向＞

がまくんがお手紙を一度ももらったことがないと聞いて，

かえるくんは急いで家に帰ってがまくんにお手紙を書き，か

たつむりくんに届けてくれるように頼んだ。かたつむりくん

がなかなか来なくて，お手紙が来ないと思ってしまっている

がまくんに，かえるくんは自分がどんなお手紙を書いたかを

言ったので，かえるくんががまくんを親友だと思っているこ

とが分かって，とても幸せな気持ちになったお話。

<読みのめあて>

かなしい気分でげんかんにこしをおろしているがまくん

とかえるくんがこれからどうなるお話だろう。
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さ

ぐ

る

(3) かえるくんの出したお

手紙を待つがまくんとか

えるくんの様子や気持ち

を読み取る。

５ 「お手紙」の学習を振り返

り，読みのまとめと読み方の

まとめをする。

(1) 場面ごとに，がまくんが

してもらったこと，がまく

んがしたこと，二人でした

ことを整理する。

(2) 「お手紙」での二人の関

係について考える。

(3) 「お手紙」の学習で使っ

た読み方をまとめる。

○「お手紙」が「ふたりはとも

だち」という本の中のお話で

あることを紹介する。

６ アーノルド＝ローベルの

他の作品を読み，がまくんと

かえるくんはどんな友達か

について考えを見直す。

(1) がまくんとかえるくん

が出てくる他の作品を読

んであらすじをつかみ，二

人の様子や気持ちを読み

取る。

(2) 二人の様子や気持ちを

「お手紙」と比較し，二人

のつながりをまとめる。

７ 単元全体を振り返る。

○ 読みのまとめと読み方

のまとめをする。

・がまくんは，かえるくんの

優しさが分かって，嬉しかっ

たと思う。

◇会話文からがまくんの心

情の変化を読み取っている。

◇場面ごとのがまくんとか

えるくんのしたことや気持

ちを振り返り，がまくんとか

えるくんがどんな友達かを

書いている。

・がまくんとかえるくんはお

互いをとても大事にしてい

るんだね。

・したことのわけを考えた

り，言ったことをつないで読

むと気持ちが分かるね。

◇アーノルド＝ローベルや

その作品について興味・関心

をもっている。

・他のお話ではがまくんとか

えるくんはどんな友達かな。

・「ひとりきり」では，「お手

紙」とは違って，がまくんが

かえるくんを心配して探し

に行ったりしています。

◇他の作品を読んで，がまく

んとかえるくんがどんな友

達かを「お手紙」と比べて話

している。

・いつも，お互いに相手のこ

とを考えて，分かり合えてい

る友達なんだな。

○会話文を音読したり動作

化したりすることで心情の

変化を読み取らせる。

《支援①⑤》

◆活動の様子の観察・発言分

析

○場面ごとの気持ちの移り

変わりを振り返らせ，相手に

対してどんな気持ちをもっ

ているかを書き出させる。

《支援④⑨》

◆学習プリント・ポートフォ

リオ・自己評価カード・考え

マップ・フリップ分析

○がまくんとかえるくんシ

リーズの本の題や中のお話

の題を知らせ，他の話にも興

味をもたせる。《支援①⑤》

◆発言分析

○がまくんとかえるくんの

したこと・言ったことを「お

手紙」の学習での二人の行動

や気持ちと比較して考えさ

せる。 《支援④⑨》

◆考えマップ･フリップ・ポ

ートフォリオ・自己評価カー

ド分析

２

２

３

１

本

時

１

あ

ら

わ

す

交流活動③

●異質グループ

・共通点をもとに考えを

見直す聴き合い活動

交流活動②

●同質グループ

・不十分な点を補い考え

を整理する聴き合い活動

＜「お手紙」の読みのまとめ＞

「お手紙」は，がまくんが一度もお手紙をもらったことが

ないのを知ったかえるくんが，がまくんを喜ばせようとお手

紙を書き,それを知ったがまくんも，かえるくんがしてくれた

ことに喜んで，二人で幸せな気持ちでお手紙を待つお話で

す。

私は，相手のことを考えている友達と思っていたけど，○

○くんの話を聞いて，二人でお手紙を待つのが楽しいから，

いつも一緒にいる友達というのもあると思いました。

学習問題：ふたりはどんな友だちなのだろう。
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５ 本時

がまくんとかえるくんシリーズの他の本を読んで「お手紙」と比較し，似ているところや同じところ，違

うところを聴き合うことを通して，がまくんとかえるくんがどんな友達なのか，自分の考えを見直す時間

（１５／１６）

６ 本時の目標

○ がまくんかえるくんシリーズに興味をもち，がまくんかえるくんがしたことをもとに，人物の気持ち

や場面の様子について想像を広げながら読み，楽しんで読書しようとする。 （学習指導要領から）

○ がまくんとかえるくんが登場する他の作品で，二人がお互いを思いやる気持ちを「お手紙」と比べな

がら読み取り，それを聴き合うことを通して自分の考えを見直すことができる。 （テーマから）

７ 本時の授業仮説

８ 本時指導の考え方

○本時のねらい

本時は，がまくんとかえるくんが登場する他の作品において，がまくんとかえるくんがお互いを思い

やる気持ちを「お手紙」と比べながら読み取り，それを聴き合う活動を通して，自分の考えを見直すこ

とをねらいとしている。

子どもたちはこれまでの学習で，友達と本を紹介し合う楽しさに触れている。前時までには，「お手

紙」を読んで，がまくんとかえるくんのかかわりを「かえるくんがしたこと」「がまくんがしたこと」「二

人でしたこと」の３つにまとめている。また，がまくんとかえるくんが登場する物語を読んで，がまく

んとかえるくんがお互いにどのようにかかわっているかを「お手紙」と比べながらまとめている。

○交流活動の工夫について

本時では，自分が読んだがまくんとかえるくんの本について，「かえるくんがしたこと」「がまくんが

したこと」「二人でしたこと」の３つに絞って聴き合い活動をさせることで，自分の考えと相手の考え

の違いや共通点を明確にし，自分の考えを見直すことができると考える。

また，聴き合いの後には，考えマップに自分が取り入れたい友達の考えのよさを書き込ませ，自分の

考えの深まりを目に見える形で表させることで聴き合い活動の達成感をもたせたい。

○評価活動の工夫について

聴き合い活動の後で，前時までの学習における自分の考えをまとめたポートフォリオを振り返り，深

まった考えと比較することで，自分の考えの変容や深まりに気付かせる。「ぼくははじめ○○と思って

いたけど，○○さんの考えを聞いて，○○も考えられると思いました。」のように，自分の考えの変容

をまとめさせたい。

・規準に満たない子への支援

交流活動においては，「お手紙」を読むときにとらえた「かえるくんがしたこと」「がまくんがしたこ

と」「二人でしたこと」の３つの視点，自分が読んだ本のあらすじと「お手紙」を読んだときと同じ３

つの視点をあらかじめ書き出させておき，それをもとに聴き合い活動をさせる。また，自分の考えの根

拠になる，教科書やポートフォリオの該当ページにあらかじめ付箋を貼り，すぐに振り返ることができ

るようにする。

評価活動においては，考えマップの友達の考えを付け加えた部分に着目させ，前時までの自分の考え

と比較することで，考えを見直すことができるようにしていく。

９ 準備

学習の流れ図，フリップ，授業用資料，ポートフォリオ，自己評価カード

がまくんとかえるくんが登場する他の作品に触れて，二人がどんな友達なのか聴き合う活動を設定し，

二人がお互いを思いやる様子を「お手紙」と比べて読んだり，友達が見付けたかかわりを聴き合ったりし

ながら，自分の考えを振り返るポートフォリオ評価を取り入れていけば，自分がこれまでの読み取りでと

らえたがまくんとかえるくんがお互いを思いやる気持ちを見直すことができるであろう。
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１０ 本時の展開

学習活動と内容 教師の支援 評価基準 資料

１ これまでの学習を振り返り，

本時のめあてをつかむ。

○「お手紙」でのがまくんとか

えるくんを振り返る。

○ それぞれ読んできた本のが

まくんとかえるくんのかかわ

りを聴き合うことを確認す

る。

２ 読んだお話の中で，二人はど

んな友達だったかについて聴き

合い活動をする。

(1) グループで，自分の読んだ

本のあらすじと，がまくんと

かえるくんのかかわりを紹介

し，聴き合う。

(2) 代表児童の読んだ本のあ

らすじと，がまくんとかえる

くんのかかわりの発表をもと

に，二人がどんな友達なのか

話し合う。

(3) がまくんとかえるくんは

どんな友達かをまとめる。

３ 本時のまとめをする。

(1) 学習を振り返り，自己評価

カードを書く。

(2) 学習の感想を発表し，物語

を読む楽しさを感じ取る。

４ 次時の学習を知る。

○掲示物やポートフォ

リオで，これまでの学習

でまとめてきたがまく

んとかえるくんのかか

わりを振り返らせ，本時

のめあてと聴き合いの

視点を確認する。

○「ひとりきり」を読ん

だ子と「なくしたボタ

ン」を読んだ子でグルー

プを組み，聴き合いをさ

せる。

○それぞれのお話で，と

らえさせたいかかわり

を読み取っている子を

代表児童とし，考えのよ

さを広げていくように

する。

○２つの話を比べて，が

まくんとかえるくんの

かかわりで似ていると

ころや違うところを発

表する。

○｢お手紙｣でまとめた

ポートフォリオを振り

返りながら自分の考え

をまとめる。

基準Ａ 基準Ｂ 学習の

流れ図

考えマ

ップ

フリッ

プ

授業用

資料

ポート

フォリ

オ

自己評

価カー

ド

・読んだ本のあ

らすじと，３つ

の視点からの二

人のかかわりを

分かりやすく話

したり，相手の

話すかかわりに

ついて詳しく尋

ねたりできる。

・ポートフォリ

オや自分の考え

マップを振り返

り，見直した考

えを友達の考え

も取り入れた形

でまとめること

ができる。

・読んだ本のあ

らすじと，３つ

の視点からの

二人のかかわ

りを話したり，

相手の話すこ

とについて尋

ねたりできる。

・ポートフォリ

オや自分の考

えマップを振

り返り，見直し

た考えをまと

めることがで

きる。

本時のめあて：がまくんとかえるくんのしたことをくらべてきき合い，ふたりがどんな友だち

か考えよう｡

基準Ｂに達しない子への支援

・自分の考えマップと，聴き合

いをした友達の考えマップを比

べて違いや共通点を見付けさ

せ，自分の考えに付け加える形

でまとめさせる。

基準Ｂに達しない子への支援

・考えマップに読んだ本のあら

すじも書かせておき，根拠とな

る教科書やポートフォリオには

付箋を貼ってすぐに見られるよ

うにしておく。

・ポートフォリオでこれまでの

学習や自分の考えを振り返り，

考えマップにめあてを進んで書

き込んだり，本を読み返したり

している。

＜本時で目指す子どもの姿＞

ぼくは，お手紙と○○を読んで，がまくんとかえる

くんは，いつも相手のことを考えてあげている友達だ

と思いました。○○を読んだ○○さんの話を聞いて，

それだけじゃなくてお互いが相手を信じていることも

分かりました。相手が自分のことを考えてくれている

と信じているから，けんかしたときでも，すぐ仲直り

できるいい友達なんだと思います。がまくんとかえる

くんシリーズのほかの本も読んでみたいです。

学習問題：ふたりはどんな友だちなのだろう｡
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